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研究成果の概要（和文）：中国六朝時代の人々が死をどのように考えてきたかということが葬墓

制のありように反映されている。そこでは死霊観が墓という目に見える実体の背後にあると考

えられる。本研究は道教経典の文献学的検討を中心に、それが現在に続く葬墓制の変化にどの

ような影響を与えているのかを比較宗教史的に明らかにした。これによって現代社会における

墓のありようを考えるための歴史的事例を準備することをめざした。 

 
研究成果の概要（英文）：The Six Dynasties Chinese people’s view of the death is evidently 
refected in their burial system. We could recognize therefore the soul faith of that times 
behind the visible substance as tombs. The purpose of our comparative study on the Daoist 
scriptures with a reference to the Confucian and Buddhist documents is to have thrown 
new light upon the influence on the transition of the burial system that is continued 
until today. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）思想史的あるいは宗教学的に人が死とい

うものをどのように考え、死後のありようを

どのように見つめてきたかということについ

て考察する方向はさまざまに想定できるが、

一つには、それが葬墓制という形に反映され
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ていると見なすことが可能である。すなわち

死霊観が墓という目に見える実体の背後にあ

ると考えられる。 

 

（2）本研究は道教経典の文献学的検討を中心

に、後漢から六朝時代に大きく変遷した葬墓

制の根底にある死霊観を明らかにするため、

これに儒教文献や仏教文献をまじえて比較宗

教史的に考察することをめざす試みである。 

 

 

２．研究の目的 

（1）本研究は六朝時代の道教経典ならびに葬

送儀礼文書と出土資料（墓域から出土する文

字資料）を文献学的に考察することを通じて、

死霊観という現代に続く宗教的心性の形成過

程を探りつつ、それが葬墓制の変化にどのよ

うな影響を与えているかを明らかにしようと

するものである。 

 

（2）六朝道教における死霊観の変遷をたどる

ことを目的に構築した文献的基礎をもとに、

それが現在に続く葬墓制の変化にどのような

影響を与えているのかを比較宗教史的に明ら

かにする。これによって現代社会における墓

のありようを考えるための歴史的事例を準備

することを最終的な目的とする。 

 

 

３．研究の方法 

（1）六朝道教における死霊観の変遷をたどる

うえで根本資料となる道教経典について、敦

煌写本の翻刻を行ない、これを道蔵本と対校

することによって校訂本文を作成し、さらに

これにもとづいた現代語訳を試みた。対象と

した経典および写本は以下のとおりである。 

 『道要霊祇神鬼品経』（①パリ国立図書館

所蔵敦煌写本ペリオ2395番、②同ペリオ2432

番、③同ペリオ2753番、④同ペリオ3297番、

⑤同ペリオ3356番、⑥大英図書館所蔵敦煌写

本スタイン986番、⑦同スタイン1728番、⑧同

スタイン3370番、⑨北京大学図書館所蔵敦煌

写本D199番、⑩中国国家図書館所蔵敦煌遺書

BD14841L番、⑪中華人民共和国政府文化部所

蔵敦煌写本、⑫道蔵1201番） 

 『洞淵神呪経誓魔品』（①パリ国立図書館

所蔵敦煌写本ペリオ2576番、②同ペリオ3233

番、③大英図書館所蔵敦煌写本スタイン3786

番、④サンクト・ペテルブルグ東方学研究所

所蔵敦煌写本Dx10306番、⑤道蔵335番−1） 

 『洞淵神呪経鬼逐品』（①パリ国立図書館

所蔵敦煌写本ペリオ2473番、②同ペリオ2749

番、③同ペリオ2793番、④同ペリオ3309番、

⑤大英図書館所蔵敦煌写本スタイン3705番、

⑥道蔵335番−9） 

 以上の作業を踏まえ、言語および思想の各

レベルにおいて異同を検討し、六朝道教にお

ける死霊観の変遷をたどるための文献的基礎

の構築を行なった。 

 

（2）次に、道蔵所収の葬送儀礼文書（『赤松

子章暦』『太上宣慈助化章』）および墓域出

土の文字資料（白彬編『中国道教考古』所載）

の解読を試みた。いずれも六朝道教の死霊観

が同時代の葬墓制の変化に具体的にどのよう

な影響を与えているかを明らかにするうえで、

文献学的な手がかりを得るための基礎作業と

して行なった。 

 

 

４．研究成果 

（1）六朝道教における死霊観の変遷をたどる

うえで根本資料となる道教経典の文献学的基

礎を構築する作業に関しては、申請当初の予

定であった『道要霊祇神鬼品経』の写本校訂

に、研究期間中に新たに中華人民共和国社会



 

 

科学院の王卡氏によって存在が確認された敦

煌写本を追加することができた。これに加え

て、『洞淵神呪経誓魔品』および『洞淵神呪

経鬼逐品』の写本校訂ならびに現代語訳をも

加えることができた（その成果は「洞淵神呪

経写本校異（一）（二）」と題して東洋大学

東洋学研究所『東洋学研究』47号（2010年3

月）と48号（2011年3月）に公表することがで

きた）。 

 

（2）現在までに構築することができた上記の

文献的基礎をもとに、それが現在に続く葬墓

制の変化にどのような影響を与えているのか

を考察した。その成果の一部として、特に位

牌に焦点をあて、『葬儀と日本人―位牌の比

較宗教史』と題して公表することができた（ち

くま新書、筑摩書房、2011年8月）。今後も引

き続いて、現代社会において墓や位牌、さら

に葬儀をはじめとする先祖供養ならびに死者

祭祀のありようを比較宗教史の視点から考察

していきたいと考えている。 
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